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1. はじめに

日本人英語学習者の英語発音における音声学的な要素と、学習者の習熟度の関係については、音声学的な観

点からだけでなく、第二言語習得の観点からも、かねてより研究がなされてきている (Konishi and Kondo 2015, 
長井 2018, Yazawa et al. 2015, Yoneyama and Kitahara 2014)。例えば、Yazawa et al. (2015) は、英語の発音におけ
る母音挿入と英語習熟度の関係について研究を行い、その中で、被験者の音声データは英語教師によって習熟

度の高さとして点数付けされ、そのスコアと挿入母音の数との関係が調査された。その結果、習熟度が高いと

評価された人ほど挿入母音の数は少なく、英語母語話者の発音に近づくという結果が示された。しかしながら、

逆の結果を示した研究も存在する。長井 (2018) は、英語において尾子音が増えた場合、その音節の核となる
母音の持続時間は短くなるという現象を利用し、日本人母語話者の英語の発音における母音持続時間と英語習

熟度の関係を調査した。その研究では TOEICテストの点数を基に被験者を 2つのグループに分け、点数が高
いグループを習熟度の高いグループとして、低いグループを習熟度の低いグループとして母音持続時間との関

係を調査した。その結果、英語習熟度と母音持続時間の間には相関が見られないということが明らかとなった。 
このように、先行研究によって結果が異なった理由として考えられる点が、習熟度の評価基準が統一されて

いないということである。例えば Yazawa et al. (2015) は英語教師によるスコア付けを習熟度として扱った一方
で、長井 (2018) は TOEICテストの点数を習熟度の指標として扱っている。このような習熟度の指標の違いに
よって、結果が一致しなかった可能性は十分に考えられる。また、長井 (2018) の研究は、英語の 1音節語に
おける母音持続時間を扱っているが、その対象は尾子音の追加といった観点に絞られており、頭子音の追加と

いった観点からの分析は行われていないため、頭子音が追加された場合でも同様の結果が得られるかどうかは

分からない。このように、評価基準をどのように定めるかによって結果が異なっているということは興味深く、

どの評価基準が最も英語発音と習熟度の関係を反映しているのか、再度検証する必要がある。

英語発音と習熟度の関係について調べるため、本研究では音節構造と母音持続時間の関係に注目して調査を

行った。まず、世界の多くの言語において、音節構造によって母音持続時間は変化するということが指摘され

ており、これに関して、石橋 (2022) は英語母語話者を対象とした音声産出実験を行い、「頭子音が増えた場合
に母音持続時間は長くなる」という傾向があることを報告している。この研究は、英語の音節構造を持続時間

の観点から分析するというものであったが、それらの実験の結果は、英語母語話者の英語の発音における音節

の時間制御を音声学的に示している。この石橋 (2022) の実験において観察された、頭子音の数によって母音
の持続時間が変化するという現象が、日本人英語学習者の英語習熟度によって変化する可能性が考えられるた

め、仮説として、英語習熟度の高い話者ほど、母音持続時間の変化の度合いが英語母語話者の変化の度合いに

近づくということが考えられる。

これらを踏まえ本研究では、日本語母語話者に対する音声産出実験において、2音節の単語の構造ごとに母
音持続時間を比較し、2 音節の単語における頭子音の増加が持続時間に対してどのような影響を与えるのか、
そして仮に持続時間が変化するのであれば、それは英語の学習到達度と関係があるのかを明らかにすることを

目指す。また、それと同時に、英語の習熟度の指標として適切である可能性が高いものについても言及する。 

2. 音声産出実験

5名の日本語母語話者（18 ~ 20歳）を対象として、2音節の英語の無意味語を用いた音声産出実験を行った。
刺激語については、VCV, VCCV, CVCV, CVCCV, CCVCV, CCVCCVの構造を持つ 2音節の計 18種類の単語と
ダミーの単語 16語を含む計 34語の単語リストを被験者に“Say __ twice.”というキャリア文とともに各語と
も 10回ずつ発話してもらい、各語の子音持続時間、V1及び V2持続時間を計測した。各要素のセグメンテーシ

ョンは石橋 (2022) の分析で用いられた基準に基づいて行われた。 
発話者の習熟度については、(1) 共通英語の成績、(2) 英語母語話者によるスコアリング（1 ~ 5点）という

2つの方法でスコアリングされた。(1) について、本来であれば TOEICスコア等のスコアを参照するべきであ
るが、被験者の多くがそれらのテストを受けていなかったため、共通英語の成績評価で代用した。(2) につい
ては、英語母語話者に対し、Yazawa et al. (2015) で用いられた基準（流暢さ、正確性）を提示し、1 ~ 5点の間
でスコアリングを行ってもらい、それによって得られた点数を基に英語の習熟度とした。

計測より得られた各被験者の V1持続時間の平均と指標別の習熟度を表 1に示す。頭子音が増えた場合の母
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音の延長具合に関して、共通英語の成績が高い人ほど、母音持続時間の変化は英語母語話者の変化と似ている

ように見える。しかしながら、英語母語話者によるスコアリングと母音持続時間の変化の間にはあまり関係が

ないように見える。参考情報としてスピアマンの相関分析を行った結果、共通英語の成績と母音持続時間の伸

びは、頭子音が 1つ増えた場合でも、2つ増えた場合でも相関があるように見える（r = 0.715, r = 0.842）。しか
しながら、英語母語話者によるスコアリングとの間には相関がないように見える結果が得られた（r = 0.076, r 
= -0.063）。これらの結果から、共通英語の成績と母音持続時間の間には一定の相関的な関係が見られた一方で、
英語母語話者によるスコアリングについては相関的な関係が見られなかった。

表 1．被験者ごとの V1持続時間と母音持続時間の変化(ms) 
被験者番号 頭子音数 母音持続時間の変化 指標別の習熟度

0 1 2 頭子音が 0から
1に増えた場合 

頭子音が 0から
2に増えた場合 

英語母語話者に

よるスコアリング

共通英語の

成績

1 98.0 116.8 130.7 + 19 + 33 4.5 90 

2 129.8 120.8 134.2 - 9 + 4 4 80 

3 80.4 92.5 113.3 + 12 + 33 3.5 89 

4 100.8 107.2 117.6 + 6 + 17 4 77 

5 88.8 100.9 113.4 + 12 + 25 3.5 - 
英語母語話者

の平均 (参考) 65.3 90.5 83.6 + 25 + 18 - - 

3. 考察・まとめ

本研究では、音声学的特徴と英語習熟度の関係性について調べるため、日本語母語話者に対して音声産出実

験を行った。その結果、共通英語の成績が高い人ほど、英語発話における母音持続時間の振る舞いが英語母語

話者に近いということが示唆されたが、英語母語話者によるスコアリングと母音持続時間の振る舞いとの関係

についてはあまり関係がないことが明らかとなった。これらの結果は、習熟度の指標をどのように定義するか

によって母音持続時間と習熟度の関係が変化することを示唆している。なお、本研究では共通英語の成績及び

英語母語話者によるスコアリングを習熟度の指標として扱ったが、他にも様々な指標が存在する可能性があり、

検証する必要がある。例えば Oh et al. (2011) は英語圏滞在歴と母音の質の変化について実験を行っており、学
習対象言語に接する時間が長いほど、母音の音質がその言語を母語とする話者に近づくことを報告している。

そのため、英語圏滞在歴が長いほど頭子音が増えた場合の母音持続時間の変化が英語母語話者に近づくという

可能性は十分に考えられうる。こういった点も踏まえて、今後さらなる検証が求められる。

* 調査の実施にあたっては、予算等の面で福岡大学音声学実験室研究プロジェクトからの支援を得た。
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